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3月 3日 (木) 桃の節句 古来より 苦いものを食すと良いと言わ

5日 (土) 啓蟄 れる春。苦味のある山菜には、細胞の活性

7日 (月) 消防記念日 化を促すミネラルやポリフェノールが豊富

8日 (火) 国際女性デー に含まれるため、活動的な春を迎えるには

14日 (月) ホワイトデー 相応しい食材です。

17日 (木) 彼岸の入り 菜の花・春菊・牛蒡など、先ずは目鼻と

20日 (日・祝)春分の日 舌で味わう春を 大いに愉しみましょう。

のんびりと流れる時間を楽しむロバ。
ギターを奏でながら、何を歌っているの？
実は足早に行き交う人々を労っています。

さて、ここはどこでしょう？

2/1発行の＜№60＞の答えは､東境町の
枝垂れ桜越しに観た竜ケ根池でした。

春浅い芝生の広場は、近隣の住宅地から
集まる子供達や家族連れを待っています。

真珠や琥珀とともに 鉱物ではない有機質の宝石・珊瑚は、3月の誕生石

です。シェークスピアの戯曲にも、"珊瑚のような唇…" と謳われる珊瑚、

雪のように白い肌・太陽のように輝く瞳に 血赤の珊瑚のような麗しい唇は、

当時の美女のイメージそのものに 相応しいアクセサリーだったのでしょう。

一般的に 西洋の宝石は、ダイアモンド･ルビー･サファイアなど 光り輝く

原色で 目を刺激しますが、東洋では逆に 光を吸収し しっとりと深い色彩

を湛える宝石が尊ばれ、民族性の違いを感じさせます。

腔腸動物・珊瑚は、百年以上もの永い年月の間にその骨格が積もり、海中

で樹の枝のように形成される稀少な宝物でもあり、イタリアは地中海地方で

も紀元前の時代から 武器の装飾等に用いられて来ました。

赤・桃・白等美しく 豊かな色合いは、宝飾品としてよりも 魔除けや信仰

の対象とされ、中国では不老不死や 開運の象徴として 珍重されています。

宝石言葉は、沈着・勇敢・聡明。意中の人への贈り物にも最適です☆

 3月 2日 (水) ～  7日(月)　3月議会 本会議

4日 (金) 中学校卒業式

9日 (水)市民クラブ会派視察～14日(月)　3月議会 各常任委員会

13日 (日) 消防団観閲式

17日 (木) 幼稚園修了式

18日 (金) 小学校卒業式

22日 (火) 予算審査特別委員会

23日 (水) 3月議会 本会議

年度の終盤は、新しい進路の選択や

転機にも繋がり、初心に立ち返り希望

を胸に 歩みを進める時でもあります。

早いもので、東日本大震災から5年

の歳月が流れましたが、避難者は今だ

１８万人、住宅再建や復興にはまだ5年

という期間が見込まれ、一刻も早い生活

の再建と防災強化を 心から願うのみです。

ところで去る2月11日、 "アインシュタイン

百年来の課題" とも言われた、宇宙の重力波を

捉えた というニュースが飛び込み、世界中の

天文ファンの目と耳をクギ付けにしました。

奇しくも時を同じくして、宇宙航空研究開発

機構(JAXA)は、Ｘ線天文衛星を載せたH2Aロ

ケット・ひとみの打ち上げに成功し、宇宙の成

り立ちや解明が進むことが 期待されます。

さて、刈谷市では18日、2016年度当初予算

案が上程ました。前年度に引き続き、教育施設

改修等 次世代の育成に重点を置いた編成とされ、

未来を繋ぐ世代が集える 魅力あるまちづくりを

目指す体制を整えようとしています。

宇宙同様 電池切れを起こさぬ為、当3月議会

では堅実な財政力維持を図るべく努めます。



　

２月のフットワーク 

【視察参加者】市民クラブ議員（６名）

  中嶋 祥元　　鈴木 浩二　　山内 智彦　　黒川 智明　　佐原 充恭　　伊藤 幸弘          　

日　程 視察先 視察テーマ 

２月２日 福岡市 『定住施策』について

２月３日 広島市 『就職支援施策』について
● 

● 

福岡市 
（2月3日） 

広島市 

（2月2日） 

福岡市の『定住施策』について 
〔目的〕少子高齢化・人口減少が進む中、若年層の定住化は重要課題。 

 福岡市は、政令都市の中でも若者率は№１。年間１万人を越える人口 
 増加が現在も続いている。福岡市の取り組みを学び、今後の刈谷市の 
 定住化施策に繋げていくことを目的に視察する。 

〔福岡市の定住化施策の概要〕 『福岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略』の一部抜粋 

〔所感〕福岡市は若者や女性が集まる学校や事業所が多い。若者が住みたいと思う賑わい 

   あるまち、また、女性が活躍しやすい雇用環境の拡大や介護や子育て支援の更なる 
   充実に重点をおいた定住化施策の推進が必要と感じた。 

雇用創出 民間創業拠点支援事業　等

産業競争力 企業マッチング事業　等

観光・MICE振興 ＭＩＣＥワンストップ体制運営　等

若者支援 就労相談窓口事業　等

妊娠・出産支援 周産期医療・小児医療の充実　等

仕事と生活調和 社会貢献優良企業優遇制度　等

生涯元気社会 健康づくりポイント事業　等

安心な環境 地域包括ケア情報構築事業　等

地域活性化 商店街の空き店舗創業応援事業　等

【基本目標Ⅰ】
仕事を増やし活力に
繋がる人の流れをつくる。

【基本目標Ⅱ】
働き方を見直し安心して、
生育てられる環境をつくる。

【基本目標Ⅲ】
超高齢社会に対応した
質の高い都市をつくる。

生活の質
の向上

都市の
成長

都市の活力が生活
の質を高める

質の高い生活が人と
経済活動を呼込む

広島市の『就職支援施策』について 
〔目的〕人口減少による労働力不足社会が進む中、広島市は「女性の再就職環境整備モデル 
 事業」「ニート支援」など就職しやすい環境づくりを進めている。刈谷市も働き易いまち 
 づくりは重要課題。広島市を参考に就労人口増加に繋げていくことを目的に視察する。 

１) 広島市の『女性の再就職環境整備モデル事業』概要 
 ・出産・育児・介護等で離職した女性の再就職支援のため、再就職しやすい環境が整った 
   企業を増やす取り組み。（予算額：委託料９７２万円/年） 

 ・市が委託した民間事業者による必要なコンサル等の支援を実施 
       （企業診断・人事労務制度の構築・出産等で退職した人とのマッチング等）  

２) 広島市の『ニート等の若者に対する支援』概要 
 ・国の若者の自立・就労支援｢若者サポートステーション事業｣に加え、広島市独自で 
   「働くことに悩みを抱える若者のフリースペース事業」を実施。 

〔所感〕広島市は、この支援施策をきっかけに就労に悩みを持つ 

  多くの若者が社会に踏み出し成果を上げている。 

   刈谷市も若者の就労は次世代の人材応援、労働力発掘にも 
  繋がる。広島市の施策事例を研究すべきと感じた。 

若者の居場所の提供や教育機関と連携し、就労に悩みを 
抱える学生やその家族に相談対応を行なう。  

市民クラブ会派の行政視察（報告） ３月議会初日、本会議で市長施政方針および教育長行政方針が表明されました。 
                           ＜2月１８日（木）＞ 

(Ⅰ)
「都市と自然が織りなす
　住みよいまちづくり」

空き家等の現状把握と利活用の調査検討、刈谷ハイ
ウェイオアシススマートインターチェンジ整備調査、
刈谷駅前線整備の設計、刈谷城復元整備の設計、福祉
避難所への太陽光発電システム蓄電池の設置、等

(Ⅱ)
「生きる力を育み 喜びを
　実感できるまちづくり」

特別支援学校整備、第一給食センター移転整備、市内
小中学校空調設備設計、国際大会誘致、等

(Ⅲ)
「人と技術で賑わいを創り
 　笑顔で働き続けられる
　まちづくり」

市内企業の経営力強化・人材確保・女性の活躍支援、
企業の土地取得への補助、等

(Ⅳ)
「支えあい みんなが元気
　で安心して暮らせるまち
　づくり」

妊娠期～子育ての支援体制構築、富士松北保育園改築
工事、双葉・かりがね幼稚園改修工事、井ヶ谷幼稚園
改修設計、住吉幼稚園移転設計、寝たきり高齢者・重
度障害者への住宅用消火設備の助成、高齢者の特殊詐
欺被害から守る｢自動通話録音機｣の購入支援、等

(Ⅴ)
「市民と行政の 信頼と
　協働で築くまちづくり」

「まち・ひと・しごと」総合戦略の推進、コンビにお
ける住民票等の証明書発行環境の整備、等

(１) 教員資質の向上
子どもへの寄添い、心の状態把握など適切な
指導ができる教員研修の重視、等

(２)
児童生徒の自主性・
主体性の育成

中学校の生徒会サミットに小学校の児童会
参加を推進、等

(３) 学校の安心・安全確保 いじめ問題対策協議会および委員会設置、等

(４)
ふるさとの歴史文化に
誇りと大切にする心を
育む

東吉野村との交流の継続、等
（28年度は富士松東・日高・小垣江東小学校６年生）

(５)
快適で安全な教育環境
整備

特別支援学校のH30年4月開校に向けた
取組み、小中学校校舎の計画的な改修、等

(Ⅰ) 生涯学習の推進
自ら学んだ学習や活動成果を地域社会で活用
できる仕組みづくり、等

(Ⅱ) 青少年の健全育成 放課後児童クラブの拡大、等

(Ⅲ) スポーツの普及と振興 ﾎｰﾑﾀｳﾝﾁｰﾑの観戦･応援の仕組みづくり、等

「生きがい
をもつ生涯
学習都市
づくり」

「学校教育
　の充実」

(Ⅰ)確かな学力の定着　(Ⅱ)豊かな心の育成　(Ⅲ)体力の向上・食育の推進

【 市 長　所信の一端 】　

新年度は、実質３期目スタートの年。市民生活の安心安全の施策を中心に置き、先を

見据えた視点を大切に持続可能で発展的なまちづくりに引き続き全力で取組む。

本年度は「刈谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の事業推進をスタートさせる年、

「若い世代が生涯の居住地として選択し、将来に明るい希望を抱くことができるまち」

の実現に向けた取り組みを重点的に行なって参ります。

【 教育長　所信の一端 】　

本年度から新たな教育委員会制度が始まり教育大綱を策定した。この教育大綱に基づ

き引き続き、市長・教育委員会との連携強化を図りながら、子どもたちが健やかに成長

できるよう「生きる力」を育み、また、市民の皆様が生きがいを持ち、心豊かに生活が

送れるよう教育行政の具体的取組みを展開して参ります。


